
Styling Kit KH/KL-07AX

この度は、オートエクゼ “スタイリングキット KH-07AX / KL-07AX” をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

常に最良の状態でご使用いただくために、本説明書をよくお読みいただき、内容を理解された上で正しい取付を行って
取付け作業を開始する前に、本説明書を必ず読んでください。

ください。
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CX-60（KH系）,CX-80（KL系） 全車

No.KHA1 V3 0B0ボンネットデカール

取付・取扱説明書④ 本書 1

ボンネットデカール　RH③ PVC 1

ボンネットデカール　LH② PVC 1

ボンネットデカール　CTR① PVC 1

※　用意する道具
 　スキージー …貼付け時のエア抜き、圧着に使用します。
 　マスキングテープ

※①CTR用については 製造の都合上、片側の離型紙に
 　浮きが発生しますが貼付け性能には問題ございません。
　

③②

①

Styling Kit DM-06

この度は、オートエクゼ “スタイリングキット DM-06” をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

常に最良の状態でご使用いただくために、本説明書をよくお読みいただき、内容を理解された上で正しい取付を行って
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取付け作業を開始する前に、本説明書を必ず読んでください。

ください。

④



LH

FR

5.　車両右半分の離型紙を全て剥がします。

①ボンネットデカール　CTR

接着力を向上させる為、作業環境が15℃以上の状態
で行ってください。　
温度が低い時は、作業面をドライヤー等で温めてから
作業を行ってください。

4.　裏面中央部の離型紙を剥がし、固定した位置でずれ
　　ないように貼り付けます。

①ボンネットデカール　CTR

離型紙

3.　位置が決定したら、ボンネットの半分側のみをマスキ
　　ングテープで仮固定します。

2.　図を参照しながら、ボンネットに
　　①ボンネットデカール CTR を配置し、前後左右のバラ
　　 ンスを整えます。
　　（車両個体差がありますので、製品が左右均等となる
　　 ように配置してください。）

1.　貼付け面となるボンネットを清掃・脱脂します。

①ボンネットデカール　CTR

ボンネット後端～
12mm一定

ボンネット側端末～
（195mm）

マスキングテープ

本書は主に車両左側で記載しています。　
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2.ボンネットデカールの貼付け
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11.　マーキングした貼付け位置に後端部から貼付け作業
　　　を始めます。

10.　位置が決定したら、②ボンネットデカール LHを一度
　　　取り外して、裏面の離型紙を図のように後端側から
　　　30ｍｍ程めくります。

②ボンネットデカール LH

LH

FR

9.　位置が決定したら、それぞれのデカールの周囲をマス
　　キングテープでマーキングします。

8.　図を参照しながら、ボンネットに
　　②ボンネットデカールLH 、及び
　　③ボンネットデカールRH を配置し、左右のバランスを
　　見ながら位置を調整します。
　　（車両個体差がありますので、製品が左右均等となる
　　 ように配置してください。）

マスキングテープ

ボンネット後端～
12mm 一定

ボンネット側端～
12mm 一定プレスラインR止まり～

（15mm） 一定

②ボンネットデカール LH
③ボンネットデカール RH
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7.　反対側も同様に行い、貼り付けてください。

6.　手のひらや大きめのスキージを使って、
　　空気を中心から外側へ抜くように貼り付けてください。

　　反対側の端（※部）がたるまないように軽く引きながら
　　行います。

①ボンネットデカール　CTR
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１．一度貼り付けたデカールを剥がすと、伸びたり接着力が低下しますので、圧着後は剥がさないでください。

２．貼付け後は接着力が不安定なため、車両移動による強い振動や強い風圧に注意し、力を加えたり洗車や雨など水が掛から
　　ないようにしてください。
　　15℃以上の環境下での24時間放置を推奨いたします。

３．高圧洗車を行う際にはデカールのエッジ正面に水を当てないようにしてください。
　　エッジ部に高い水圧がかかるとデカールが剥がれる恐れがあります。　

４．デカール面をかたいブラシなどでこすらないでください。デカールが損傷する恐れがあります。

14.　右側も手順10.からの作業を同様に行い、貼り付けて
　　　ください。

13.　最後にマスキングテープを剥がして完成です。

12.　 スキージを使って、空気を前後へ抜くように貼り付け
　　　てください。

※　スキージの滑りが悪い等、作業性が悪い場合には、
 　　表面から霧吹きで施工液をスプレーしたのち、作業し
 　　て下さい。

※　ただし、糊面側に水分が入り込むと接着が低下や、
 　　気泡残りの原因になりえますので、できるだけドライ
 　　状態で作業して下さい。

■施工液
…中性洗剤を水道水で 0.1 ～ 0.5 ％程度に
    希釈して施工液とします。


